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D 63　　　タンパク質の酵素分解と洗浄性に関する研究(第２報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本女大家政　　○中西茂子　横内良子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本分光株式会社　黒須泰行

　目的：前回に引き続き繊維基質に付着したタンパク質汚れの酵素分解挙動と基質からの脱

　着挙動との間にみられる関連性についてさらに知見を拡げるための検討を進めた。

　実験：タンパク質汚染源としてウシ血清アルブミン（BSA）を用い、綿布に付着させlOO℃、

　30分加熱して汚染布とした。酵素としてTryps i nに加えてBacillus subtilisより得た好ア

　ルカリ性Protease Savinase（Novo社製）を使用して、各酵素の最適条件で10～60分incu-

　bateした後Ａ、B グループに分けＢの方をさらに0. 0 5 % S D Sで洗浄した。また、0.05％S D S

　存在下で酵素分解を行い界面活性剤の影響を検討した。すべての汚染布について残留タン

　パク質量をチツ素（Ｎ）量から求めて除去率を算出した。酵素分解液についてはHPLCにより

　ゲルろ過カラム（GPC）と逆相カラム（RPC）を用いて分析を行い、分子量別および全加水分解

　率を求めて酵素分解挙動と上記除去率のよる布からの脱着挙動との間の関連性を検討した

　結果：分子量別にみるとTryps i nによる分解生成物は１万～18万と比較的大きい分子量のも

　のが広い領域に分布し、Sav i nas eでは分子量100～1万以下のものがほとんどである。加水

　分解率もN量から求めた除去率もいずれもSav i nas eの方がかなり高い。一方I n c uba ti on後

　の洗浄による除去効果をＡとＢで比較すると、Tryps inにおいては短時間では不十分で時

　間経過と共に洗浄有無の差が増加するか、Sav inaseの場合は10分ですでに分解が進み、時

　間経過と共にA 、Bの差が滅少し、洗浄無しでも十分除去することを示した。界面活性剤

　の影響もTryps inよりSav i naseの方がかなり少ないことが認められた。また、GPC、RPC両

　カラムによるクロマトグラムにも興味ある対応がみられた。
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汚れの除去　一人工尿汚染布の基礎

木シナ子　元福岡女大　平松園江
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布おむつの尿汚れ除去に関し、合理的洗濯方法を見出すため、実験を重ね報告し

尿は年令、佃人差、採取時等の諸条件により成分か異なるので、汚れの取れにく

汚染布の洗浄｀に近似する人工尿汚染布を、見つけ出したいと考え検討した。

1 .人工尿汚染布の作製の検討

の成分である尿素、尿酸、食塩、アンモニアの主成分の中の尿素の濃度を変化さ

外に肉エキス（和光肉エキス）を0.3、0.6、0.9 %と段階的に変えて人工尿と

布を作製した。

工尿汚染布：小試料布約2.8gに人工尿を標準割合滴下、20分と17時間放置後使用。

浸漬10分、水洗３分、くり返し４回、その間吊り下げ５分、浴比30倍、温度30t、

振とう洗い（振とう機、左右振とう　120EI ／分）。残留汚れ量は、ヨウ素法によ

素消費量を測り指標とした。

　　　　2 .各市販洗剤による尿汚れ除去

　１の実験で検討した成人尿に近似した割合いで人工尿汚染布を作製し、市販洗剤５種の

指示濃度で、浸漬30分、本洗い５分、すすぎ３分×２回、他は１のｂに準じた。

　結果　人工尿Ａ（尿素、尿酸、食塩、アンモニア、肉エキス）は、人工尿Ｂ（尿素、肉

エキス）より有効塩素の消費量が大きく、混入率が多いほど消費量は増す。洗濯による汚

れ残留の具合では、尿の正常成分に示されている人工尿に肉エキス　0.6％、添加したもの

が成人尿汚染布に近い値を示した。


